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住
井
す
ゑ
と
そ
の
文
学
の
里（
四
十
六
）

　
　

ー
牛
久
沼
の
ほ
と
り
ー

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

戦
争
を
終
結
し
た
老
首
相
鈴
木
貫
太
郎

―

天
皇
が
日
本
の
敗
戦
を
告
げ
る
ラ
ジ
オ
放
送―

　

鈴
木
貫
太
郎
は
、
慶
応
３
年（
１
８
６
７

年
）12
月
24
日（
翌
４
年
９
月
、
明
治
に
改
元
）

に
父
為
之
輔
由
哲
が
下

し
も
う
さ
の
く
に

総
国
関せ

き
や
ど
は
ん

宿
藩（
現
野

田
市
）
藩
主
久く

ぜ世
家
の
泉

せ
ん
し
ゅ
う州

飛
び
地（
※
）
領

４
６
０
０
石
余
を
所

し
ょ
し
ょ
う

掌
す
る
代
官
だ
っ
た
の

で
、
そ
の
陣
屋（
現
大
阪
府
堺
市
中
区
伏
尾
）

で
生
ま
れ
た
。

　

鈴
木
は
海
軍
官
僚
に
な
っ
た
。
鈴
木
は
、

明
治
17
年（
１
８
８
４
年
）９
月
に
東
京
築
地

の（
の
ち
に
広
島
県
の
江
田
島
に
移
転
）海
軍

兵
学
校（
士
官
養
成
所
）に
第
14
期
生
と
し
て

入
学
し
、
大
尉
に
進
級
す
る
と
選
抜
さ
れ
て

海
軍
大
学
校（
将
校
の
最
高
学
府
）
に
入
学
。

親し
ん
に
ん
か
ん

任
官
の
少
将
、
中
将
に
累
進
し
、
最
高
級

の
大
将
に
昇
り
、
米
英
に
次
ぐ
戦
力
を
保
有

す
る
日
本
海
軍
の
連
合
艦
隊
司
令
長
官
、
軍

令
部
総
長（
大
元
帥
＝
天
皇
を
輔ほ

ひ

つ弼
す
る
）を

歴
任
し
た
。

　

第
一
線

を
引
い
た

鈴

木

は
、

昭
和
４
年

（
１
９
２
９

年
）１
月
に

侍じ
じ
ゅ
う
ち
ょ
う

従
長（
天

皇
に
常
侍

奉
仕
す
る
）
に
就
任
。
在
任
中
の
昭
和
11
年

（
１
９
３
６
年
）
に
起
こ
っ
た
二
・
二
六
事
件

で
、
侍
従
長
官
邸
に
お
い
て
、
暴
徒
に
左
胸

心
臓
部
な
ど
を
撃
た
れ
て
ひ
ん
死
の
重
傷
を

負
う
が
一
命
を
取
り
留
め
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
東
条
首
相
は
、
昭
和
19
年

（
１
９
４
４
年
）７
月
６
日
の
日
本
委
任
統
治

領
サ
イ
パ
ン
島
失
陥
の
責
任
を
問
わ
れ
て
辞

職
し
、
小
磯
国
昭
陸
軍
大
将
が
首
相
に
就
任

す
る
が
、
翌
20
年（
１
９
４
５
年
）４
月
５
日

に
辞
職
し
た
。

　

後
継
首
相
の
最
大
の
使
命
は
戦
争
を
早
期

に
終
結
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
４
月
５
日
の

午
後
５
時
か
ら
、
宮

き
ゅ
う
ち
ゅ
う
中
で
、
重

じ
ゅ
う
し
ん
臣（
現
職
の

内
大
臣
、
枢す

う
み
つ
い
ん

密
院
議
長
と
元
首
相
を
指
す
）

会
議
が
開
か
れ
た
。
長
い
議
論
の
結
果
、
首

相
候
補
は
鈴
木
貫
太
郎
を
お
い
て
ほ
か
に
な

い
と
の
合
意
に
達
し
て
奏そ

う
せ
ん薦（

天
皇
に
奏
上

し
て
推
薦
す
る
手
続
き
を
指
す
）、
78
歳
の

老
人
鈴
木
貫
太
郎
に『
大た

い
め
い命
降こ

う

か下（
天
皇
が
鈴

木
に
内
閣
総
理
大
臣
と
な
る
こ
と
と
他
の
国

務
大
臣
た
る
べ
き
者
を
奏
薦
す
る
こ
と
を
命

じ
る
こ
と
）』と
な
っ
て
、
４
月
７
日
に
鈴
木

内
閣
が
成
立
し
た
。

　

組
閣
終
了
後
、
首
相
官
邸
の
執
務
室
で
独

り
鈴
木
は
、
連
合
艦
隊
司
令
長
官（
当
時
は

57
歳
）
在
任
中
の
大
演
習
を
思
い
出
し
て
い

た
。
同
艦
隊
が
遠

え
ん
し
ゅ
う
な
だ

州
灘
を
航
行
し
て
呉く

れ

軍
港

へ
向
か
う
途
上
、
か
つ
て
一
度
も
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
台
風
に
よ
る
大
暴
風
雨
に
襲

わ
れ
た
。
同
艦
隊
は
何
十
隻
の
艦
船
が
縦
列

で
航
進
し
、
波は

と

う濤
に
鈴
木
が
乗
る
旗き

か

ん艦
３
万

ト
ン
の
長
門
も
木
の
葉
の
よ
う
に
も
て
あ
そ

ば
れ
て
い
た
。
乗
組
員
一
同
の
心
配
も
並
々

な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
、
航
海
長
が『
閣か

っ

か下
針

路
変
更
は
ど
う
し
ま
す
？
』と
聞
き
に
来
た
。

鈴
木
は
し
ば
し
考
え
た
。
艦
隊
は
暴
風
雨
の

圏
内
に
入
っ
て
い
る
が
、
暴
風
雨
は
必
ず
止

む
の
だ
。
姑こ

息そ
く

な
策
を
ろ
う
し
た
ら
か
え
っ

て
艦
隊
は
大
混
乱
を
招
く
、
こ
こ
は
こ
の
ま

ま
暴
風
雨
に
逆
ら
っ
て
、
直
進
航
海
を
続
け

た
ほ
う
が
、
暴
風
雨
圏
を
切
り
抜
け
る
捷

し
ょ
う
け
い径

（
近
道
）
で
あ
る
と
決
断
し
て
、
直
ち
に『
直

進
航
海
を
続
け
よ
』と
命
じ
た
。

　

鈴
木
の
首
相
と
し
て
の
執
務
姿
勢
は
、
至

誠
を
貫
く
。
姑
息
な
策
を
ろ
う
せ
ず
、
ま
た

閣
議
な
ど
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
も
な
く
、
閣

僚
ら
に
存
分
に
意
見
を
述
べ
さ
せ
た
。
従
来

の
内
閣
の
閣
議
な
ど
よ
り
も
ず
っ
と
長
時
間

を
要
し
た
の
で
、
時
々
、
迫さ

こ
み
ず水

久ひ
さ
つ
ね常

書
記

官
長
の
注
意
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
意
見

の
出
つ
く
す
の
を
待
っ
た
。
７
月
26
日
に
ベ

ル
リ
ン
郊
外
ポ
ツ
ダ
ム
に
お
い
て
、
米
英
中

３
国
首
脳
の
名
で
日
本
に
降
伏
を
要
求
す
る

共
同
宣
言
が
あ
っ
た
。
８
月
６
日
に
広
島
に

原
爆
が
投
下
さ
れ
、
８
月
８
日
の
ソ
連
の
対

日
宣
戦
布
告
が
鈴
木
に
戦
争
の
終
結
を
決
断

さ
せ
た
。
鈴
木
は『
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受じ

ゅ
だ
く諾

の

可か

ひ否
』
を
決
す
る
た
め
、
８
月
９
日
午
後
11

時
30
分
か
ら
、
宮
中
防
空
ご
う
内
一
室
で
、

天
皇
臨
席
の
も
と
に
、
平
沼
騏
一
郎
枢
密
院

議
長
を
交
え
、
最
高
戦
争
指
導
会
議
構
成
員

�
首
相
在
任
中（
昭
和
20
年
４
月
７
日
～
８
月
15
日
）の
78
歳
の
鈴
木
貫
太
郎―

千
葉
県
野
田
市
提
供

に
よ
る
御
前
会
議
を
開
い
た
。
ま
ず
迫
水
書

記
官
長
が
起
立
し
て
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
全

文
を
朗
読
し
、
つ
い
で
東
郷
茂
徳
外
相
が
立

ち
、「
国こ

く
た
い体

護ご

じ持（
天
皇
制
の
存
続
）」
を
大
前

提
と
し
て
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
無
条
件
受
諾

が
最
善
の
方
法
で
あ
る
こ
と
を
論
理
正
し
く

明
確
な
口
調
で
述
べ
た
。
平
沼
枢す

う
し
ょ
う
相
、
米よ

な

い内

光み
つ
ま
さ政
海
相
は
東
郷
外
相
と
同
意
見
だ
っ
た
。

だ
が
、
阿あ

な

み南
惟こ

れ
ち
か幾
陸
相
は『
私
は
外
務
大
臣

の
意
見
に
は
反
対
で
あ
る
』と
前
置
き
し
て
、

あ
く
ま
で
も
抗
戦
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ

た
。
梅
津
美
治
郎
参
謀
総
長
お
よ
び
豊と

よ

た田

副そ

え

む武
軍
令
部
総
長
は
、『
一い

ち
お
く億

玉ぎ
ょ
く
さ
い

砕
』を
期
し
、

最
後
の
決
戦
に
出
る
と
し
て
阿
南
陸
相
の
説

を
支
持
し
た
。
出
席
者
の
意
見
が
３
対
３
に

分
か
れ
対
立
し
て
し
ま
っ
た
が
、
い
ず
れ
も

国
を
憂
い
る
情
熱
を
も
っ
て
論
議
し
て
い
る

の
で
あ
っ
て
、
議
長
格
の
立
場
の
鈴
木
首
相

で
も
決
の
と
り
よ
う
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

鈴
木
は
起
立
し
て
、
玉ぎ

ょ
く
ざ座
近
く
進
み
出
て
、

天
皇
に
聖せ

い
だ
ん断

を
仰
い
だ
。
天
皇
は『
自
分
は

外
務
大
臣
の
意
見
に
賛
成
す
る
』と
述
べ
た
。

　

８
月
14
日
の
夜
か
ら
翌
日
の
朝
に
か
け
て

ラ
ジ
オ
は『
正
午
か
ら
重
大
放
送
が
あ
る
』こ

と
を
何
度
も
放
送
し
、
天
皇
が
自
ら
放
送
す

る
と
予
告
し
て
い
た
。
国
民
は『
朕ち

ん（
古
代
中

国
で
用
い
ら
れ
た
天
子〈
天
皇
〉
の
自
称
）
深

ク
世
界
ノ
大
勢
ト
帝
国
ノ
現
状
ト
ニ
鑑

か
ん
が

ミ

…
』
と
い
う
天
皇
の
声
を
始
め
て
聞
い
た
。

天
皇
が
敗
戦
を
告
げ
る
ラ
ジ
オ
放
送
を
、
犬

田
卯
・
住
井
す
ゑ
夫
妻
は
、
せ
み
時し

ぐ

れ雨
の
中
、

牛
久
沼
畔
の
台
地
上
の
わ
ら
ぶ
き
屋
根
の
家

で
聞
い
た
。

※牛久市域の信
し だ ぐ ん

太郡奥原村、嶋田村、大和田村、正直村、井ノ岡村、桂村、
久野村、7カ村3190石余りも関宿藩久世家領であった。


